


























Society for Mental Hygiene）が設立された。ここが精神衛
生運動発祥の地とされている5）。ビアーズは早くも翌年
の1909年２月には全国組織の全米精神衛生会議（The 




























































































神病院・解説と図録（“Deutsche Heil- und Pflegeanstalten 
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